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＜この発表で使用する言葉について＞ 

●生産面：SWやサービスの“企画・設計～実装

・テスト・リリースまでのモノづくり面”やその“管
理面”を指します。 

●KPT：ふりかえりの略語として使用します。 

   →“ケプト”とします（Keep・Problem・Try） 
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この発表で取り上げる“業務運営”とは？ 
  2009年度より弊社で実施している 
    組織的生産改善活動”スリーム“の推進 

その推進事務局が、自らの運営・成果を改善しなが
ら進んできた経緯と、それを支えている“ふりかえり”
の変遷とプロセス改善への可能性をご紹介します。 

今回の発表は、改善活動推進事務局による 

組織的改善運営の改善 
 

というややこしい話題です 
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1.改善運営上の課題／対応方針 
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改善推進事務局のお仕事（概要） 

5 

年度計画立案・展開 
  運営基盤構築 

経営計画 
事業計画 

経営層・上級管理層
調整 

事業計画と
の連携 

計画に基づく運営 

社内実践研修
（WS） 

運営状況把握・問題解決 

状況分析・評価・ 
課題解決 

各部門間調整・
管理層・リーダ
調整 

組織内 
成果共有 

改善運営指導・
支援 

改善セミナー 
（外部講師） 

事務局 
成果共有 
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改善指導 
可能メンバー 

組織改善運営の課題（当時～） 

【事務局の脆弱な体制】 

①全員兼務：現業フルのまま空き時間で対応 

②SWE・PM関連改善指導・支援可能要員は数名のみ 

事務局長：経営層とのパイプ役 

リーダ：いろいろ全部 

メンバー：事務局実務全般 
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所有工数 
 

使える工数の割合
（10%以下） 
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運営体制イメージ 

140Gr 
600名 

事務局 
＝全員兼務 

７名 

7 
Copyright ©  Kenji Adachi, All Rights Reserved 



●前提条件 

• モデルは使わず、課題解決型運営で対応する 

• 今持っているノウハウとチーム力を結集して
できることをやる 

• “ふりかえり”を徹底活用することで、経験から
ノウハウを高め、確実に成果を向上させる 
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• 過去に組織的な改善運営で明確な成果を上げたこ
とがない：モデルベースで進めると形骸化しやすい 

• 組織改善運営のノウハウ、個別指導・支援するため
のインフラ・情報・スキル・経験・リソース不足 

●選択した運営方法 
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運営方針と戦略 

2009年度（1年目） 2010年度（2年目） 2011年度（3年目） 

運営基盤構築・改
善開始・全員参画 

生産面改善＆定量
的成果獲得率 

事業成果向上につ
ながる生産面改善
の実現 

広く・浅く／やりや
すいところから 

実のあるものを増
やす 

狭く・深く／本質的
生産面改善 

9 
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事務局が 
やっていること 

10 

Q 

C D 

顧
客 

経
営 

現
場 

三方
よし 

三方
よし 

事務局：ミドルアップダウンで組織内をつなげる 

 

 

 

経営層：トップダウンで開始 
 事業成果向上を目指す／改善を支援する 

実務層：ボトムアップで実践 
 生産面を中心に自らの課題・問題を改善する 
 製品・サービス価値を高める／顧客に喜んでもらう 

“三方よし”になるよう課題特定、目指す成果、改
善対象等を調整＆事業成果につながるQCD関連成
果を獲得するようSWE・PM実践を指導・支援する 
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われわれが目指していること 

• 改善による事業成果の獲得 
  改善により価値ある事業成果を獲得する 

• 日常業務への改善の組込みとやりがい創出 
  上級管理層～実務管理者が普段の業務管理とし 

  て改善を起動し管理する／実務の中で常に改善 

  実践しながら業務を進める 

 

→自律改善運営により仕事の楽しさ・やりがいを感じ

てもらう  【働きがいのある社風を作る】 
11 

 
 

以上のことを成し遂げて 

事務局解散 
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2.改善運営とふりかえり 
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事務局の年間運営概要 
1W 2W 3W 4W 5W 

Fri 
朝M 

Fri 
朝M 

Fri 
朝M 

Fri 
朝M 

Fri 
朝M 

1Month 
Monthly Rep◎ 

1Q 2Q 3Q 4Q 

Apr May Jun Jul Aug Sep Oct Nov Dec Jan Feb Mar 

年度
Plan 

1Q 
KPT 

2Q 
KPT 

3Q 
KPT 

4Q 
KPT 

週次 

月次 

年次 

イベント 
Event-b KPT 

Event 
-a1 

KPT
a1 

Event 
-a2 

KPT
a2 

Event 
-a3 

KPT
a3 

1Q 
KPT 

2Q 
KPT 

3Q 
KPT 

4Q 
KPT 

a1 
KPT 

a2 
KPT 

a3 
KPT 

b 
KPT 
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事務局 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
各本部（重点改善Ｇｒ） 

連
絡 

受
付 

個別Gr 
現状分析実践 

個別Gr 
現状分析支援 

業務概要分析 
（成果・プロセス） 

改善対象 

特定・目指す
成果の明確

化支援 

詳細現状分析 
実践 

改善手段・処置
方法等改善計画

明確化 

改善対象 
特定・ 

目指す成果
の明確化 

改善手段・処置
方法等改善計画

明確化支援 

内容理解 
・ 

現状分析 
調整 

全体運営 
+現状分析方

法説明 

本部・部 
現状分析 

S1：改善ﾃｰﾏ・ 
対象業務検討 

業務詳細分析 
（プロセス） 

詳細現状分析 
支援 
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検討結果 
確認・FB 

Trial支援 

改善実践 
支援 

ふりかえり 
支援・登録 

改善に取り組むGrの運営概要 

Trial実践・ 
ふりかえり 

→改善手段
改良 

改善実践 

S4：Trial＆ 
ふりかえり 

S5：改善 
実践 

効果確認 
ふりかえり 

S6：完了・ 
ふりかえり 

S2：現状分析 

S3：計画立案 
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事務局ふりかえり 
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改善Gr 
ミーティング 
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対象活動 

ふりかえり 
集合Meeting 

 K P T 
記録化 保管 

共有 計画 

対象活動 

ふりかえり 
集合Meeting 

 
 
 

K P T 

記録化 
保管 
共有 

計画 

対象活動 

ふりかえり 
集合Meeting 

 K P T 
記録化 保管 

共有 計画 

活動直後実施 

その場で記録化・保管 

進化 

進化 

進化 

ふりかえり運営方法の変遷 

空き期間 
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対象活動 

ふりかえり 
集合Meeting 

 
 
 
 

保管 
共有 

計画 

観点
共有 

観点
確認 

K P T 
記録化 

K P T 

記録化 

各自 
事前KPT確認 

保管 
共有 

対象活動 

ふりかえり 
集合Meeting 

 
 
 

保管 
共有 

計画 

観点
共有 

観点
確認 

K P T 

記録化 

活動前のふりかえり
観点共有 

各自事前 
ふりかえり 

進化 

進化 

対象活動 

ふりかえり 
集合Meeting 

 
 
 

保管 
共有 

計画 観点
共有 

K P T 

記録化 

ふりかえり観点共有 

進化 
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対象活動 

ふりかえり 
集合Meeting 

 
 
 
 

保管 
共有 

計画 

観点
共有 

観点
確認 

K P T 
K P T 

記録化 

事前KPT確認 

保管 
共有 

K P T 
各自記
録化 

定量・定性
評価実施 

保管 
共有 

定性・定
量評価 

各自 
事前KPT確認 

対象活動 

ふりかえり 
集合Meeting 

 
 
 
 

保管 
共有 

計画 

観点
共有 

観点
確認 

K P T 
記録化 

K P T 

記録化 

各自 

事前KPT確認 

保管 
共有 

K P T 
各自記
録化 

事前KPT確認 

リアルタイム 
ふりかえり 

保管 
共有 

進化 
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Input情報
として活用 

現在の運営方式 

主に定例
ふりかえり
で使用 

主にイベント
系ふりかえり
で使用 

次の観
点・目標・
運営方法 

記録化 

次の観
点・目標・
運営方法 

 

 

ふりかえり駆動
型運営 
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ふりかえりの効果 

◎関係者の気づきが得られる、認識共有
レベルが高められる 

  ①運営状況（全体・個別ー他者の状況も） 

  ②よいこと・まずいこと・ 大事なポイント 

  ③運営ポリシー：われわれの大事な価値観 

◎当事者意識、チームの一員である意識
を持ちながら運営できる 

◎盛り上がる→モチベーションアップ 

19 
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3.ふりかえり実践事例 

20 
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四半期ふりかえり実績 
年次運営例 

21 

2009-1Q 2009-2Q 2009-3Q 2009-4Q 2010-1Q 2010-2Q 2010-3Q 2010-4Q

モデレータ A M Y S － N2 I N3

会議時間 1 2.5 3.5 1.5 1.5 1 1 0.5

客観評価実施 ○（同時） ○（同時） ○（事前） － － ○（事前） ○（事前）

客観評価内容 3項目 総評+8項目 総評+9項目 － － － 総評+10項目 総評+11項目

グランドルール ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

観点設定 3 7 5 6 8 8 3 3

前回TRY対応状況 － － ○（事前） ○ ○ ○ ○ ○

問題点収集・分析 － － 42 － － － － －

前向きword ○ － － － － － ○ －

分類・編集・表題 ○ － － － － － ○ △

絵・飾り文字 ○ － － － 拍手nのみ 拍手1のみ ○ △

成功失敗要因特定 － － － － ○ －

ナイスプレー N － － － － － MVJM・A MVJA

KEEP 23 39 37 45 35 27 20 17

PROBLEM 17 36 40 16 9 15 29 18

TRY（各自） 7 15 21 16 14 12 15 5

TRY（チーム） 13 0 6 1 8 6 0 0

提案 12 14 11 14 1 3 0 0

コメント件数（計） 72 104 115 92 67 63 64 40

時間 1 2.5 3.5 1.5 1.5 1 1 0.5

運営イメージ 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

対象活動 

ふりかえり 
集合Meeting 

 
 
 
 

保管 
共有 

計画 

観点
共有 

観点
確認 

K P T 
K P T 

記録化 

事前KPT確認 

保管 
共有 

K P T 
各自記
録化 

保管 
共有 

定性・定
量評価 

各自 

記録化 

次の観
点・目標・
運営方法 

四半期 

トラブルモデル分析 

事前KPT確認 
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四半期ふりかえりの結果 

別途問題点
収集・分析
42件 

2009年度 2010年度 

年次運営例 

22 

ふ
り
か
え
り
コ
メ
ン
ト
数 
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最も効果的なふりかえり時間 

0.5h 1h 1h 1h 1.5h 1.5h 2.5h 3.5h 

ふ
り
か
え
り
コ
メ
ン
ト
数 

制限時間は1.5時間 
集合Meeting時間をいかに有効に活用するかが鍵 

23 

    ふりかえりミーティング時間 
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イベント：リーダ向け改善実践研修 
ふりかえり実績 

実践研修TR 実践研修1 実践研修2 実践研修3 実践研修4

2010/5/14 2010/5/25 2010/6/16 2010/6/25 2010/6/28

狙い
研修内容と効果
確認+メンバーの
運営ノウハウ学習

メンバーの運営ノ
ウハウ学習

メンバーの運営ノ
ウハウ実践・定着

メンバーの運営ノ
ウハウ実践・定着

メンバーの運営ノ
ウハウ実践・定着

計

進行役 メンター
メンター

（メンバーTry）
メンバー

（メンター支援）
メンバー

（メンター支援）
メンバー

（メンター支援）

受講者数 6 15 20 30 18 89

KEEP 12 3 3 8 12 38

PROBLEM 8 7 7 6 3 31

TRY 4 5 3 6 3 21

アンケートコメント数 13 32 63 96 59 263

一人あたりコメント数 2.2 2.1 3.2 3.2 3.3 3.0

受講者による評価 4.7 4.8 3.8 4 4.5 4.36

イベント運営例 
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運営イメージ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

対象活動 

ふりかえり 
集合Meeting 

 
 
 
 

保管 
共有 

計画 

観点
共有 

観点
確認 

K P T 
記録化 

K P T 

記録化 

各自 

事前KPT確認 

保管 
共有 

K P T 
各自記
録化 

事前KPT確認 

保管 
共有 

次の観
点・目標・
運営方法 

リアルタイム 
ふりかえり 

１W～２W 
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リーダ向け改善実践研修実現過程 

目的・Goal 
設定 

研修内容
検討 

コンテンツ
設計・実装 

内部 
Review 

内部 
ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ 

内部 
Review 

研修
Trial 
5/14 

ふり
かえ
り 

各種
改善 

研修 
実施1 
5/25 

ふり
かえ
り 

各種
改善 

優先度1：研修を成立させ、必要な効果を獲得する 

優先度2：メンバーが研修内容・実践方法を把握する 

研修 
実施2 
6/16 

ふり
かえ
り 

各種
改善 

研修 
実施3 
6/25 

ふり
かえ
り 

各
種
改
善 

研修 
実施4 
6/28 

ふり
かえ
り 

各
種
改
善 

優先度1：メンバーが研修を実施し、身に付ける 

優先度2：研修の効果を一定Level以上にする・高める → 次年度へつなぐ 

優先度1：研修を成立させ、必要な効果を獲得する 

構築 

実施・ 
成立 

内部 

要員へ
横展開 

イベント運営例 

25 
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ふりかえり結果 

0

2

4

6

8

10

12

1 2 3 4 5

メンターによるメイン実施 

初心者メンバーによる研修Try → メイン実施 

イベント運営例 

26 
Trial実施 研修1 研修2 研修3 研修4 
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受講者による評価（5点満点） 

0

0.5

1

1.5

2

2.5

3

3.5

4

4.5

5

1 2 3 4 5

メンターによるメイン実施 

初心者メンバーによる研修Try → メイン実施 

イベント運営例 

27 Trial実施 研修1 研修2 研修3 研修4 
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今回のふりかえりの主な観点 
A.事例発表会の成果 

B.推進事務局としての実運営面 

  B1：各種準備・調整対応 

  B2：当日の運営対応 

  B3：終了後～完了までの対応 

C.実際に開催して感じたこと 

D.その他 

観点には運営面と成果面
の両面を含める 

思ったこと・感じたことを
大事にする 

（ただし事実確認が必要） 

ふりかえり結果例 
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＜成果＞ 
A.○○部みたいに皆で発表者をサポートしようという姿勢が見える

のは良い。（な）同感：い・あ・な２  ○○ナイスプレー！ 
C.毎回のことだが、発表資料だけではわからない情報が得られるの
でとても良いと思う（い） 

C.社長賞をもらったGrの喜び方を見ると、モチベーション向上につな
がったのではないかと思う（い） 

C.ゴールドリールもモチベーション向上につながったのではないかと

思う（い）▼▼さんナイスプレー！ 
A：レベルが低いながらも、今後につながりそうな内容のグループが
複数あったこと、スリームやってたんだということをみんなに思い出し
てもらったのは一つの成果なのかな。（あ） 

Ａ：発表を見るとそのチームの取り組む姿勢が感じられるので、よ
かった。（む） 

 

 

＜実施準備＞ 
B1.●●Ｊの事前の各種調整・準備によって表彰までスムーズに進
行できた。（い）  

 →実はmitaraアップや賞金配付等の後作業も大変なのよ（な） 

B1.社長賞候補選定を全員で行ったことで、発表内容の理解にもつ
ながった（い・あ） 

B1：事前準備、役員や部門調整が適切だったので、変なストレスや
混乱なく実施できた。（あ） 

B1:新しい機材（タイマー用のＰＣ、テレビ会議）を使用したが、何のト
ラブルもなく進められたのが当然だがすばらしい。（な２） 

B1：実践研修も翌日にあり、作業が重なる中で、協力して進められ
たことがすばらしい。（む） 

 

 

＜当日の運営＞ 
B2.●●Ｊの司会力で、場が和んだ。途なでうまくHＪに質問がないか指
名したことなど（い）（同感：あ） 

 （俺、ナイスプレー！） 
B2.各自役割を遂行できた（い） 

B2.休憩時間のとり方がちょうどいいと思う（い） 

B2：すべてではないものの、事務局で選出した推奨グループの多くが社

長賞になった。成果重視・今後の発展重視の視点は役員とも共有でき
ていたのではないか。（あ） 

 

 

 

＜終了～完了＞ 
B3：イベント対応や節目が来ると誰もが「ふりかえりやらなくちゃ」と言い
だして実施する、そしてその結果を次の実践で当たり前に使うようになっ
たのはすごいことだ。（あ）同感：ふりかえりをすることが定着した（む） 

 

 

 

＜開催して感じたこと＞ 
Ｃ.普段あまりプレゼンの機会がない発表者（入社数年の社員）にとって、

大勢の前で自分たちがやってきたことをプレゼン・説明することが一種
のトレーニングになっているよね！（あ） 

 

①KEEP：良い点・継続するべき事項 

モチベーション向上！ 

準備も協力できた！ 

「ふりかえり」が定着しているよ！ 

プレゼンの機会も大事だよね！ 

成果や発展重視を共有できてる！ 
遠慮なく
ほめる 

できて当たり前ではなく、
できた＝良いこと 
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ふりかえり結果例 まずはよかったこと
からスタート 
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＜成果＞ 
A：改善内容を共有し、それらを参考にして今後に生かすことにつな
げる成果にはなっていないよね。（あ） 

Ａ：まだまだ、定量的成果としても「効果が出ているなあ～」と実感で
きるものが尐ない。（む） 

 

＜事務局運営：実施準備＞ 
B1.今回は9/1に開催通知を出すことになり、もっと早く出すべきだっ
た。（な） 

B2.スリーム社長賞が６グループも出たので、次回の賞状が足りな
くなった。忘れずに発注せねば。（な） 

B1.事務局連絡事項スライド作成完了がギリギリの状態になってし
まった（い） 

B2.役員の後ろの席は、ほとんど空いている状態。 

２Ｆ大会議室で実施する場合、役員の後ろの席はなくして、別のス
ペースに配置するなどしたい（い） 

＜各部門の準備＞ 
C.技本みたいに発表者以外は誰も参加していないってどうなの？
（中、に、あ） 

C.9月末だから？発表資料提出が全体的に遅かった（い） 

＜当日の運営＞ 
B2.自部門発表だけしか出席しない／質問がほとんどないのは、事
例共有（今後の参考に）する気がない、井の中の蛙になっている証
拠だ。（あ） 

 

＜参加者＞ 
C.相変わらず質問が尐なく司会者泣かせ。司会者もツラいです。 

（中） 

B1.９月末納期があって支社や技本は参加しづらいかもしれない。 

 ９月上旬開催の方が良いかも。その代わり活動の立ち上がりを 

 早める必要はある。（中） 

C.やはり自部門の発表だけ聞いて帰るのは、次の発表者としては
やりづらい？最低限、休憩時間だけの出入りにするなどは必要な
いか？（い） 
C．役員席の後ろに座るよう何度も促したが、誰も座ろうとしなかっ
た何をいやがっているのかがよく分からない（鳴） 

 

 

＜取り組み内容＞ 
取り組み内容が（安っぽい内容として）完全にパターン化されている。
頭を使っていない、能力レベルが上がっていない証拠だ。（あ） 

あの内容で社長賞６チームは多いかな？モチベーションが上がる
のはいいがこの活動でいいんだと思われることが、かえって活動の
レベルアップを阻害することにならないかな。（鳴） 

 

 

＜開催して感じたこと＞ 
Ｃ：スリーム運営がすでに形骸化しつつある、いや形骸化しているよ
うに感じた。発表した内容をすべて実践したのかどうか怪しいグ
ループもあった気がする。（あ） 

Ｃ：公共の取り組みが・・・どうもスリームの目的を理解していない気
がする。どうも、この活動で価値を生み出そうという気持ちが感じら
れないんだよね。（む） 

②PROBLEM：問題事項・改善必要事項→重要事項はTRYで対策 

成果はまだまだ・・・。 

入退室は休憩時間のみにすべき！ 

早め早めの準備が必要だ！ 

活動内容のレベルアップを求む！ 

すでに形骸化していないか？ 

分類して
まとめる 

大事なこ
とは強調 
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ふりかえり結果例 

感じたことも
忘れずに 

言いにくいこと
でもズバッと 
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＜発表会実施方法＞ 
 

D.いずれにせよ、下期はナレッジフォーラムと同一日の◎月◎日に 

 ポールスターで開催することは決まっているので、通知を早めに 

 出す・集客を含めて盛り上げる。（中） 

D.発表会があることは年度当初から決まっているので、あらかじめ
スリーム社長賞を意識した活動があってもいい。（中、に） 

２Ｆ大会議室で実施する場合、役員の後ろの席はなくして、別のス
ペースに配置するなどしたい（い） 

 

＜発表会の事務局運営＞ 
 

次回、早い段階で、Ｂ４サイズの賞状の準備（発注）をする。（む） 

→刷り直しの金額次第です。（中） 

 
 

 

 

 

＜スリーム運営方法＞ 
次年度以降、自らの作業内容に対して頭を使う、能力レベルを上げ
る取り組みを実装する。（あ） 

スリーム活動に限らず、機会がある都度、部次長に対し、活動の在
り方を問う、活動の考え方を話す（む） 

本質的な「生産面での活動」なのかを問うてみる。強制はできない
が・・・。（む） 

 

→次週、２Ｑふりかえりでも同じ課題が挙がり
そうなので、各自、下期に向けた次の一手を考
えておきましょう。（中） 
 

③ＴＲＹ：今後の対応でどうしていくか（提案事項を含める） 

下期事例発表会は
早めに着手して 
もっと盛りアゲよ～ 

まとめる 

楽しく！ 

Tryは次にすぐ実
施できる具体的な
手段を明確化する 

31 

ふりかえり結果例 
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今回のナイスプレー賞 
・司会力が最高の●●次長（い） 

・準備、調整、当日の司会進行がばつぐんだっ
た●●次長（あ） 

・連絡事項に工夫が見られた■■主任（な） 

・総務部の発表準備も頑張った▼▼次長（な、
に） 

皆さんに拍手 

楽しむ 

32 
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Process 
実施事項 
注意事項 

よかったこと 
課題事項 

管理 

設計・実装 

Review  
 

K P T 

Keep 
K1：皆が能動的に動いたので管理能力向上
目標メンバーあたり“リスク識別3事項”は全
員達成！すごいぞ！（あ） 
 

Try 
K1→ 
×：次の能力向上目標を明確化する 
○：次の能力向上目標を□□としよう！ 
 
P1→ 
△：受け手でも分かる言葉で表現する 
○：成果物レビューチェック観点Keywordに

“作成者側のローカル言葉”を追加し、レ
ビュー時に確認する 

Problem 
P1：作成者側の言葉で記載されていたため、

受け手側で理解できず質問が相次いだ。
（い） 
 

業務プロセスKnow-Howリスト 

ふりかえり結果（例） 
K 

P 

T 

次の活動時にそのまま使う 

その場ですぐ
に次の活動
準備 

リスク リスク対策 

H23能力向上目標全員達成！ 

作成者側の言葉で記載されていたた
め、受け手側で理解できず質問が相
次いだ。 

H24管理能力向上目標□□ 

受け手が分かる言葉で表現する 

Keyword12 
“作成者側のローカル言葉” 
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ふりかえりの効果を得るための条件 

①業務の価値・Policyを認識する／誇りを持つ 

  誇りを持てない仕事、チームに熱は入らない 

②俺はいいやメンバー、あとでやるメンバーがいない 

  “機を逃さず何とかする”チームは成果を上げる 

③素直に、思ったことを（事実をベースに）言える 

  安全な場でないと“本当のこと”は言えない 

④言葉ではなく、行動でチームワークを実践 

  言葉だけでは×／行動が重要 

⑤楽しく進められる雰囲気づくりを怠らない 

  遊び心が大事／ちょっとしたことでOK 
34 

欲しい成果が得られ
ない人・チームは、こ
れらの条件を満足し
ていないことが多い 
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4.現状の活動状況と成果 

35 
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管理指標 H21 H22 
参画率 88% 94% 

メンバ数／Gr 4.7名／Gr 5.2名／Gr 

取り組み期間 計画86日・実績129日／Gr 計画105日・実績146日／Gr 

サイクル完了率 ①1サイクル完了率 77% 
②2サイクル完了率 54% 

①1サイクル完了率 64% 
②2サイクル完了率 34% 

生産面（QCD/CS

等）定量的成果
獲得 

計画14%／実績11% 
 

計画82%／実績25% 

管理指標と実績値（例） 

全員参画 

小集団 

短いサイクル 

たくさん回す 

※価値ある成果を
増やす 

36 

プロセス面管理指標 

成果面管理指標 
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2009年度～
2011年度実績 

37 

目指すこと 全員参画・組織的改
善運営の確立 

運営方針 広く・浅く／やりやす
いところから 

公開できません 
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5.ふりかえり駆動 
課題解決型プロセス改善 

38 
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ふりかえり駆動課題解決型プロセス改善 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

業務運営 

ふりかえり Meeting 
 
 
 
 

保管 
共有 

計画 

観点
共有 

観点
確認 

K P T 

K P T 

記録化 

事前KPT確認 

保管 
共有 

K P T 
各自記
録化 

保管 
共有 

定性・定量
評価 

事前KPT確認 

記録化 

次の観
点・目標・
運営方法 

実施事項 
注意事項 

よかったこと 
課題事項 

プロセス評価 
指標・目標値 

管理 

設計 

管理指
標・業務 

目標 

K P T 
業務プロセス 
Know-How 
リスト 

トラブルモデル分析 

各自 

実務メンバー自らが普段の業務運営の中で、現状を
ベースに無理なく改善を回し、段階的に成果を高める 
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